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景観まちづくりセミナーを開催します

多文化共生・消費生活相談

皆さ～ん！こんにちは！！８月といえば盆踊りです
ね！！ふるさとを思いだします。
私は子どもの頃から「盆踊り祭り」へ行くのがとても楽

しみでした。
ブラジルの日系社会における日本文化の一つとして盆踊

りがあります。それは昔、ブラジルへ移民した私たちの先
祖のおかげです。ブラジルで行っている盆踊りは、地域に
よりますが、６月に入るとサンパウロ州の田舎まちで順番
に毎週開催されます。そのまちの協会はいろんな準備をし
て、きれいなちょうちんを飾り、やぐらを組み、太鼓を用
意し、様々な美味しい料理を売店で売り出します。日本料
理の巻き寿司、いなり寿司、うどん、もち、まんじゅうや
ブラジル料理のシュラスコ、パステル、コシーニャなど。
そしてブラジル風のヤキソバも売っています。とても賑や
かで、楽しい祭りです。
ブラジルの盆踊りには、もちろん伝統的な踊りもありま

すが、最近、若者達が変わった踊りを踊っています。90

年代のJ-POP MUSICを中心に、様々な振り付けを考え、
スピード感のある踊りになっています。たしかにこの新し
い踊りは、盆踊りとは何の関係もないと思えますが、振り
付けを作る時に伝統的な盆踊りの振り付けを取り入れるの
がルールになっています。ブラジルでこの新しいバージョ
ンは「MATSURI DANCE」 といわれています。
ブラジルの盆踊りは、非日系人にもとても人気なので、

まちによっては、参加者の半分以上は非日系人で、みんな
楽しんで参加しています。また、盆踊り祭りは、まちの一
つの行事になっているところもあって、市長が家族と一緒
に参加することが多いです。
私のまち(ARAÇATUBA市)では、毎年８月に開催してい

る盆踊り祭りに約４千人が参加しています。日本では、盆
踊りをしているまちが減ってきているように思いますが、
この素晴らしい祭りを子どもたちにも語り続けていきまし
ょう！！
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■問 環境保全課消費生活相談窓口（7６５－６５６７）

消費生活相談窓口に寄せられた相談件数
中、携帯電話・インターネットトラブルの
相談は全体の16％を占めています。多く
寄せられている相談は次のとおりです。

１．携帯サイトの無料ゲームをしていると
思っていたら高額請求された。

２．知らない人からメールが来て、「会ってくれたらお金をあ
げる」とあり、連絡を取り合うためにポイントを購入させ
られた。しかし実際に会うことはなく、高額なポイント料
金だけを取られた。

３．無料アダルトサイトに登録され、パソコンに張り付いた請
求画面が削除できない。

被害のきっかけは、ほとんど無料サイトです。アクセスさせ
ることで高額請求をしてくる運営管理者や悪意を持った業者が
サイトを開設している場合があります。また「なりすまし」に
よる、いじめなどもあります。簡単に被害者から加害者になっ
てしまうこともあります。各携帯電話会社のセキュリティを活
用し自分の周りを安全な環境にしましょう。特に子どもたちを
守ることは大切です。誰もが被害に遭う仕組みが子どもたちを
狙っています。被害に巻き込まれた時は、まず消費生活相談窓
口にご相談ください。

携帯電話とパソコンに潜む危険 韓国に興味のある人、韓国語を習ってみ
ませんか？初めての人を対象にネイティブ
の先生が楽しく、わかりやすく教えます。
【と　き】９月１日 ～12月22日（毎回木曜

日・全16回）10時30分～12時
【ところ】国際文化交流ハウスGEO（神照町）
【内　容】・ハングル文字の読み書き

・簡単なあいさつや自己紹介
・実践で使える会話
・韓国の文化・習慣

【講　師】曹　美花（ゾ　ミファ）
【受講料】13,000円(全16回分)
【定　員】15人(先着順）
【申込み】８月１日（月）から国際交流ハ
ウスGEOにて所定の用紙に記入し、受講
料を添えて申し込みください。電話予約可。
※教材費は別途必要です。
※定員に満たないときは開講しない場合が
あります。

※納入された受講料は原則お返しできません。

ハングル講座入門受講生募集

←Araçatuba市
盆踊りの風景

人権・景観

■申■問国際文化交流ハウスGEO（7/FAX
６３－４４００、10時～18時、火曜
日・祝日の翌日休館）

男と女のパートナーフォーラム（男女共同参画啓発講演会）

人を認めるコミュニケーション論
～谷口的 人と仲良くなる方法 ～

入場無料
参加者募集

ラジオやテレビに数多くの番組を持ち、話すことのプロである谷口
キヨコさんを講師にお招きし、男女の区別なく、すべての人が対等に
いきいきと暮らすために必要な「お互いを認め合う」コミュニケーシ
ョンの方法についてご講演いただきます。

と　き　９月25日（日）
13時30分～15時30分

ところ　長浜市民交流センター（地福寺町）
申込方法 ９月15日（木）までに、電話・FAX・はがき、またはメー

ルで、下記へ申込みください。
そ の 他 託児あり（無料・要予約 ※生後６か月～）

手話通訳・要約筆記付き

■申■問人権施策推進課
（長浜市高田町12番34号、7６５－６５６０、FAX６４－０３９６　
Eメールjinken@city.nagahama.lg.jp）

■申都市計画課（7６５―６５６２、 FAX ６５―６５４０、Eメールtoshikei@city.nagahama.lg.jp）

講師 谷口キヨコ さん
キュートな声とハイテンショントークが
大人気！現在ラジオなどに６本の番組を
持つ彼女は、関西エリアにおける女性ナ
ンバーワンＤＪとの呼び声も高い。

看板や広告塔など市内には実に様々な広告物があり、こうした広告物はまちなみ景観を構成する重要
な要素になっています。そのため市では、より魅力的なまちなみを創出するため、市独自の屋外広告物
条例の制定に向け取り組んでいるところです。
第２回景観まちづくりセミナーでは、屋外広告物をテーマとし、どのような広告物がまちなみに調和

するのか、皆さんとともに考えていきます。
【と　き】8月11日（木）13時30分から（受付は13時から）
【集合場所】曳山博物館伝承スタジオ
【内　容】魅力的な屋外広告物とは（テーマ）

取組紹介（30分）
まち歩き（60分～90分、中心市街地及び主要道路沿線をバスで移動します）
意見交換・まとめ（60分）

【ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ】奥貫　隆氏　
（滋賀県立大学地域づくり教育研究センター特任教授）

【参加費】無料
【定　員】20人程度
【申込方法】①住所②氏名③電話番号を電話、FAX、Eメールのいずれかで次まで
※第３回は９月21日（水）、テーマは「住民主体のまちづくり」です。


